
もI2番号平成さほ柑
〃ていく二℃、変わらない二七。

●ト三才ちサ九の七三エ声温免職唱吾

●痛手発表！！お年玉やレゼシトワイズ！

、　●めん甘幾、＝ん甘誌、碕〃てマース！
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●密も〃てIlく二七、をもらせIl＝七。

＝んlこちは、C、ゆえり一迫イ言縞隻長の♯魚一成です。

r密も〃ていく二℃　をあらない二七Jα七、七末席甘愚兄だ叶も鼠ド封臥ミ印刷してしまいま

して、rしまったHJt思いながら鉛筆片キド白紙ド向か〃てわーはす。考えながら女寺を
ヽ′「′・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

書く時は、鉛筆勅lちぽん甘んです。鉛筆だ七スマ爪で丈軍を普くよう書く二七l三毛マヤマを

佃も甘くて寸もからです○

碩〟サき毛今春、高裁享年l三なります○進銘は七、うするのか7　見守っていましたが、七、う

するのかあがらないので、r毒．習席があるの甘ら、紙ド書いて冷蔵届l三郎つておくようドJt

盲Ilました。r書かせlり七いうの毛一つの選手印長だよも盲いました○
ヽ′ヽ′ヽ′）、′）へ一■｛

雪目、紬よの大学鬼鬼ff　て、、ました。行中㌍㌍」！好一≡≡＝＝

母超の鬼前毛か－ました。　　　　　　　＼＞　　宮部塩鮭殉頭

ザ宣壱萩i
■■■

和毛嘘も何ビ年の鳴、粒残しないで大学l三解く末三毛は甘い毛の小

七考え、大阪芸大lこ解かせて毛らいました○

学か離すろ七、．う＝…、号の蝕で、射のし腔を学ヽ　　　′／

ぶ＝k小甘も息Ilます。和は普通の学超の字弱亀が七、うして毛ゆきドなれ廿か〃たので、学薇の

知強では習かする二七ができませんでした○しかし、赤色麓も二七はゆきなので、員lこな〃た

赤は溢す最〟ます○
＝＝＝＝二一一一　二

今、．蔑んでいろのは、r身近甘マレを数学で隷印して〟るJ

hlう赤で、海上白軸の数学の先生、rイ長々木　ミ亨Jすん

が書かれた本です。

イトつの持物≠碑こ．一㍍句；り＿



●蜜も〃ていく二七、をもらせIl＝七。

号の赤l三、r分数の軌耳はrt、つくり乱して糾す耳J㌦七、う

して＝うなるか？J kltう二七が書が九ていました。七、う

してなんでしょうね。弓九はr羞†写したらそうなるJからだ

号うです。そして、r毎回その卦算もする七大をなので、捜

恥も官丸ましょうJkllう二℃なのだそうです。ようは数学

毛掛け算の九九を官とろの℃同じ、二七なのだそうです。

今風とlせ、こういう二七す梢史学ドなじ・わなか〃た祁虐半あ

るのか毛し丸ません○なので和は、碩ド対してr裡耗しなす

いJ kまった二七はかはせん。規正l二は工りセlレtIlう数

学確りのたれの櫓秀甘直鼻毛かはすしね。

鴫が呈癖点の学躾ド進学するl＝あたってアドバイスした三

ノ佐々木；号

彊車重垂垂
スタジオジプリが1推したlおもひでほろほろ川男年目こい・

丁ニメーシュン■胃をご存じでし▲うか′

主人公はrR■タ工手」という女性なのですれ映画叫】で

彼女が小学生のころ、分数の測り廿に納得かわす　崩れテ

ストでtい点を取ってし重い、JJ也さんに怒られここ、うシーン

があり量した。

卦■の■り暮仏「ひつくりiして鋸甘凱

小筆校で有ったこの「船」は、なせそうなのかがわからない「胃

キたっても■用が靡けない■法」のままだったりしよすし　しかし、

「抽・▼」という■由は■■なのですn羊えuL「■†■したらそ

うなる」からナナ。ただし、

「嚢中その肘■をすると大童なので、棚を鸞え干しょうJ

と小事故でtうのです．

分牡の■り暮の舶lの▲うに「什曽したら大書だから、tえt

L▲う」というものは事故・汝字には多くあります。着け鷺の

「九九」もそうでナ。「■P什■していたら大王」という靂由で暮え

たはすです。

もちろん9×9は、右ページのようにtiに足し書を8邑すれJ

できます机　こんなことtTも人111九で、多くの人はr9×9才

瓜」と集えてtっているはナM‾。

ここで改めて．卦七の■り暮書、ひっくり鑑して書け■にI

atでの■の計暮をします。

無官碧豊漁盤
軍で、J暗闇でいいからJ年間、合相するまで描きなすl化盲いました。号して、森六マ爪は

台所lこ置いておくこも、軸叩寺l二は起きろこも、体色もかす二℃。

一生懸命がんば九ぼりllのですが、がんば　続ける二七は馳しいk思います。がんばるkll

うより毛今自分がしな叶九ばならない＝bl三、ただ、ただ、向き合う○ 粘ず、緊張すす、向

手合、億叶る。向き合い続けろ七、分小ちな、t二七毛なぜか分かってくる‾七思うのです。そし

て毎日え射見るこも。合間の椿轟も五分眠る二七ドよって脳が智理して向き合ってIlる＝七の

閃愚息を洗い出してくれますo rなんでやろ？J t思う＝七が抽出す九てきます○尺寸餌をtIl

う号音がかはす。吋、頼縮、略す州ての／ぐうシスが七九た℃手鼻大隈のプ＝ド静畢す九ます。

自分白身をそのボ軌三頼ってlH十ろようlこ生滝を替えるのです○

昨年の台風で牽き象が凄九たままlこなつているの五

日lこしたり、〟ろ〟るらヤ、t／ヤー通りド甘つていく布

鞄の晶励街、晶如けん七、ん密も。ていきます○テレ

ビ、JPvコシ、スマート7オンで世の中の七、うで毛Il
－【｝・ヽノ■－■一・一一一．　J　‾

い楕軸がいくらで毛入ってきますが、日東ド欝もすれ

す、宰腋を禎り乱し、ちIlす甘檻敗も秦数ド頑〟重ね
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てい小甘い七自分の血肉ドはならないoそういう二℃を身を毛つて確諌してIl〃てほしl叱思

います。いつの暗証毛そうでしょうが、、一つまで毛をもろ二七甘くイ士手が出来るようl＝自らが

密寺川続叶な、ttt思う今日この砲です。増え一弓ゝ

●ト三オちサhの大ミエ戸温尭物語

今年になって什うバマバマしなり更詐薗士の用事作あったり、布柘の戎っすh亡一

札や桑青庖噂書簡屑に出曝したりで、てホ乱作ネいになる二と押訴訴打つなのです押、

やつと藩ち着いたので、気囁らしに温覚に行くことにし亨した。

寮内と二人で、なるべくやすい早鷺で一泊二日。　すい不h前に瞥面温尭スパー

ポーデニに行ったこと押あるのです押、ちょっと押ペてあたう、七三工戸温尭輸語の

鍾菅になって盲hです。i庁くていいのです押、少し仰ぎうない九で他の温究党乞う

帝紀串ホ押大江戸温尭物語にあり亨した。宿泊料は一人当たり税強み10，4（氾円。

ニ相は電い！ということで宇摩申し卦入手した。軸鴫の食事はパイキニケ。手工ツ

ワイニLEどきどきには訴布団盲しいてある、ということです。

宿泊葛押奇い温究績館なれであ舌り軸待Jさしてい零

せhでした。温衆に濁かってのhびり一鳴すごせたら

いいなあと思ってい手LE。とこう作手エツウイニし

てみると、静電は錦宮し、土讃囁とくに惑モ厨呂lさ苦

境らしかつ色です。積雪モ最小昭に抑えてあって、簡

潔で分かりやすい節電や施設の宮内でした。部屋の：令

扁唾にはなhモ入っていなくて、欲しい毛のlさし●不h
楊向鴫．ゆP

㌫麗㌢
で打って、：令やしてね、ということです。J



●ト三才ちサ九の大江戸温尭物語

食事は手ぐうの解唾ショーモあって訴吉富h琶喜ばそうという気疇ち押感じら

わ零した。喰三はhのバイ幸二で毛種類モ訴訴く、地元で作った野薫押ネhぢhに

唾われいちょうでした。訴宮子九は全知で潔船人以上いてはさみたいでした。半分

払上は若い人たちでした。電い価格で溝層嘩lさ高い温尭辟びでした。手工ツワイニ

してすぐに、温免に頚かIJ、食事のあとモう一陽昌、軸起きてすぐに温尭l二つ什り、

チエツワアウト川前にモ訴別れの温尭！温尭三嘘でした。

滞る繭に「二二は一串軋励－いは大農日の大農竜一切手わって亨害した。碍

鴇は両軸由針重雄盲唖うつモりでした爪白浜の窮く亨で需柔和摩押できてい亨し

なので、それlニ乗って滞って音字LE。白浜あたりから奈頁のモ理手でつな作って

いちのです。

青色機合作あ抑ざ手軽で楽しい温尭店子手相できればいいなあと思って手す。
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○露果発表日

ゴー応募ありがkうゴーでいました！

ゴー応暮ありが七うゴlざ目玉～す

お年玉やレゼシトワイズ一日

鹿正せる今年の抽淀冊景○学超の和服○

＝のた劇はお年玉やレゼシトゴ応暴ありがkうゴぎいます○

應かいお手紙、おき痛の声本当lミ本当l＝本当l；あ〔＝膚もうゴぎいます。

今年のウイかは答え毛バレバレ～！ど！1日－う声毛あり王したが、当たら智か〃た

人は：，めんなす～ltO　当盛慮発案です！！

おかげ寸まで点暴鰯、数甘ん七の川和通日寸ゴく巾レもイ＝

今年のりイオの答え毛バレ／甲レ小毛L hませんが・・・

高楼往生の手やシバシか一lレ〟イきちゃんド（♯風一点の嘘）ハか牛島

≠いて毛ちいました！r e一日ちゃんl三lM≠円毛串ト，てましたど）

いつまで抽盛やャlレ亀や〃てくれろんだろ与か？

来年は骨＃生○今鳴℃毛ビ．〇九．lI一日はら毛、お年玉やレゼシトワイズ毛よろしく

お脆いいたします○　　　　　鰐陶○

じlゆえり一日はら　♯風音生　井良一戚

l万円　喫阜串墟谷崎与すま　　　　　　　凸

；十円　億円帝　笹谷孝子すま　大阪中　大風書手す蚤

ln

l十円　息砂申　車軸すすま　東大阪串　如富子す玉

東大阪中　山本亀子すま　大阪中　青線仁美すま　恵良中止大畠差すま

東大阪串　今西奥手す東　泉大阪中　西田和子すま　大阪串　大鹿ハ書手す王

大隈串　澤井建染すま　　未取申　村上か超す王

昔の箪貴・・・

まるでよ雪の与のようド

わ＼もりかったのね・・・

鹿正甘る抽盛風景　　おかげす王で


